
８月８日（火）～８月10日（木） 平成29年度ＳＳＨ生徒研究発表会（全国大会）

８月９日(水)、10日(木)、神戸国際展示場でＳＳＨ生徒研究発表会が開催されました。
文科省と科学技術振興機構(ＪＳＴ)が主催し、高校生等が日頃の研究成果を発表する機会を提供

し、生徒の科学技術に対する興味・関心を一層喚起するとともにＳＳＨの成果を広く普及する事を
目的に開催されています。

ＳＳＨ指定校全校及び過去に指定経験のある学校 206校の生徒･教員、そして海外招聘校25校が参
加して盛大に開催されました。

◇ ８月８日（火）
○ レセプション（神戸国際会議場）

昨年度の発表会で、文部科学大臣表彰、理事長賞、奨励賞を受賞した学校が招待され、
海外からの招聘校とも交流するレセプションが行われました。本校は昨年度理事長賞を受賞
しており、招待されたものです。

本校の西浦裕君が、「日本」の高校生を代表して挨拶をしました。

堂々と、しかもユーモアもたっぷりの挨拶でした。

◇ ８月９日（水）
○ ポスター発表（国際展示場）

本校からは、「効率の良いうちわの研究」を発表しました。
（発表者：小髙滉人君、谷川斗真君、西浦裕君、原田能拓君）
発表ブースには多くの方が集まり、説明とともに質疑にも丁寧に応じていました。

審査委員との質疑応答 自作の実験装置は アピールコーナーでは英語でプレゼン

アピールポイントの一つ

◇ ８月10日（木）
○ 代表校発表・ポスター発表・表彰（国際展示場）

本校は、参加した各校の生徒の投票による生徒投票賞12校の一つに選ばれました。
おめでとうございます。２泊３日での準備、発表練習、発表、本当におつかれさまでした。

感想が書きこまれた"Good Job"シールをこんなにたくさんもらい、生徒投票賞を受賞 発表の瞬間

ちなみに兵庫県の他の参加校では、県立加古川東高校が文部科学大臣表彰及び生徒投票賞、県立豊
岡高校がポスター賞、と本校を含め３校が受賞しました。
県内ＳＳＨ校は、研究内容、プレゼン双方において高いレベルで切磋琢磨していることになります。


